
２．事業概要と進捗状況

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ２２ 都市計画変更に着手

Ｈ２３ 都市計画変更（車線数変更）

Ｈ２４ 事業着手

Ｈ２５ 用地買収に着手

Ｈ２６ 工事着手

全体計画
前年度までの
進捗状況
(進捗率)

事 業 費 ７，５００百万円
４，５６０百万円

（６０．８％)

用地買収 ６８，６７９ｍ2
６７，７８４ｍ2

(９８．７％)

計画延長 １，９００ｍ
０ｍ

(０．０％)

事 業 場 所 安中市下秋間 ～ 安中市安中

区 分 事前評価時（Ｈ２１） 今回再評価時

全 体 事 業 費 ４，２００百万円 ７，５００百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由

・軟弱地盤対策の追加に伴う増額

・トンネル工事費の増額

・用地補償費、埋蔵文化財調査費の増額

事 業 期 間 Ｈ２２ ～ Ｈ２９ Ｈ２４ ～ Ｒ２

事 業 内 容
道路延長 １，９００ｍ

幅員 １３．０ｍ（２車線）

道路延長 １，９００ｍ

幅員 １３．０ｍ（２車線）

西毛広域幹線道路は「７つの交通軸」（西毛軸）の主
軸であり、県都前橋を起点とし、高崎市、安中市、富岡
市の県西部主要都市を結ぶ延長27.8kmの広域幹線道
路である。
西毛広域幹線道路の一部をなす安中工区は、安中
市下秋間地区から国道１８号に至る１.９kmのバイパス
であり、国道４０６号方面から安中市街地を結ぶことに
より、地域の産業の発展、観光振興に寄与するととも
に、地域連携の強化、生活圏拡大による県民生活の利
便性向上などを目的として実施しているものである。

着工年度

評価理由

平成２４年度

事業費の増額
第３号議案

社会資本整備総合交付金事業（道路改築）

（一）下里見安中線 西毛広域幹線道路（安中工区）

安中市

しもさとみあんなか

あんなかし

せいもうこういきかんせんどうろ

しもあきま あんなか

あんなか

事業箇所

西毛広域 幹線道路
［安中工区］

１．事業の目的

様式６－１

安中工区完成予想図
国道１８号交差点～安中トンネル付近

事業の成果を示す項目 事業実施前 事業実施後

（西毛広幹道）富岡市役所か
ら県庁までの移動時間

約62分 約38分(24分短縮)

（現道の渋滞緩和）
国道18号岩井交差点の渋滞長

300m 0ｍ（解消）

あんなかし あんなかし



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

安中工区の進捗状況図
計画延長 1.9ｋｍ ※H30末用地取得率98.7％

＜全体計画平面図＞

安中地区

大島田Ⅱ遺跡

０３３４遺跡

０２０１遺跡

沼田遺跡

安中トンネル
L=263m

九十九川橋梁
L=111m

国道１８号
交差点改良

市道ＢＯＸ③

市道ＢＯＸ②

市道ＢＯＸ①

県道ＢＯＸ 起点終点

①

②

③

③

秋間川橋梁

県道ＢＯＸ②

④

市道ＢＯＸ①④

⑤

⑤ 完成した本線盛土

⑥
⑦

⑦

九十九川橋梁
（Ａ１橋台）

⑧

安中市役所

安中市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

⑧ 改良工事中の計画地
（奥が安中市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ）

⑨

軟弱地盤対策
深層混合処理(エポコラム-taf工法)

⑨

埋蔵文化財発掘調査
（0334遺跡）⑩

⑩

（H30年度末現在）

H24～R2

3.17ｋｍ

H28～R9 H28～R9 H21～R4 H26～R8

H25～R2

すみれ

工業団地

① 埋蔵文化財発掘調査
（０２０１遺跡）

１９．９０

秋間川橋梁計画地から安中トンネル方向

⑥ 市道ＢＯＸ②

主な事業費変更項目等＜凡例＞

軟弱地盤対策 主要構造物等文化財発掘調査 自然由来の重金属
等土壌調査

名称・規模



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適切か？

費用便益分析

事前評価時（ Ｈ ２ １） 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算出根拠マ ニュ ア ル

費用便益分析マニュアル

国土交通省

道路局、都市・地域整備局

平成２０年１１月

費用便益分析マニュアル

国土交通省

道路局、都市局

平成３０年２月

基 準 年 平成２１年 令和元年

区 分 項 目 現在価値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

(千円)

工 事 費 3,500,000 96% 7,426,000 98.4% 事業費の増額

維 持 管 理 費 130,000 4% 117,000 1.6%

費 用 合 計 ( C ) 3,630,000 7,543,000

便 益

(千円)

走行時間短縮
便 益

5,050,000 85% 7,072,000 79.8%

交通事故減少
便 益

1,090,000 18% 452,000 5.1%

走行経費減少
便 益

-200,000 -3% 1,338,000 15.1%

便 益 合 計 ( B ) 5,940,000 8,863,000

費用対効果分析(B/C) １．６４ １．１７

工事が進む安中工区

• 前橋、高崎、安中、富岡の主要都市の連携強化と世界遺
産富岡製糸場を中心とする県西部の主要観光地へのアク

セス性と周遊性の向上による観光振興、沿線の既存工業

団地の拡張計画などと連動した企業立地の促進による産

業振興や、災害時の緊急輸送道路としての機能を有して

おり、早期の事業完成が望まれている。

• 西毛広域幹線道路の前後の工区と一体的に、移動時間の短
縮による都市間連携の強化や主要観光地等のアクセス性向
上などが図れるよう最適なルートとして計画されている。

• 並行する（主）前橋安中富岡線の渋滞緩和や移動時間短縮
による各都市や高速ＩＣへのアクセス向上、産業経済等の活
性化を図る上で、バイパス整備の効果も認められ、目的を達
成するための手段として適切である。
※前橋市～富岡市の移動時間が最大24分短縮

観光周遊イメージ西毛広域幹線道路として

• 秋間地区から国道１８号に至る道路であり、沿道地域住民の生
活を支えるとともに、安中榛名駅へのアクセス道路として、また、

特産の梅の出荷などの物流経路でもあり、地域の社会経済活

動に欠かせない路線である。しかし、幅員が５．５ｍ程度と狭く、

大型車のすれ違いが困難な上に、歩道も未設置のため安全で

円滑な通行に支障をきたしており、現道の早急な課題解決が求

められていることから、事業の必要性に変化はない。

現道（一）下里見安中線のバイパスとして

幅員が
狭い現道



【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

• 本工区は、令和元年度までに全ての用地取得の見込みが立ったが、用地契約者数１５７名、買収面
積６８．７千㎡と事業規模が大きく、平成２４年度の事業着手から８年（２年延期）を要しており、事業が
長期化している。

• 事業着手後の詳細な地質調査の結果、九十九川右岸一体で軟弱地盤対策が必要な地盤が確認され
、その対策に約半年間の不測の日数を要している。

• 埋蔵文化財の試掘調査の結果、発掘調査が必要と判断された遺構が当初の０．５万㎡から２．３万㎡
に増加し、調査に約半年間の不測の日数を要している。

• 以上の影響により、全体的な工程が長期化していることから、事業完了は、平成２９年度から令和２年
度（県土整備プランの完成年度）となる見込みである。

５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

• 現道の（一）下里見安中線は、幅員が狭く大型車輌のすれ違いが困難となっているほか、歩道も整
備されておらず、常に事故等の発生が危惧されている。

• 当該工区が整備されることにより、現道の交通量が安中工区に転換することで、現道の交通量が
減少にすることによって、沿線地域の交通事故発生リスクが低減できるため、本工区の早期完成に
向けた取り組みが求められている。

７．市町村意見

市町村 再評価における意見

安中市

西毛広域幹線道路は、前橋市、高崎市、安中市及び富岡市を結び、周囲の
渋滞緩和、物流効率化、生活圏の拡大など、当市を含めた西毛地域の産業、
経済、観光の発展に寄与する重要な路線であるため、本工区のほか全線の
早期整備をお願いしたい。

西毛広域幹線道路として

現道（一）下里見安中線のバイパスとして

• 事業規模が大きいため用地取得に時間を要していたが、令和元年度までに全ての用地取得の見
込みが立ったほか、埋蔵文化財発掘調査も予定箇所全てで完了する見込みとなっている。

• 軟弱地盤対策やトンネル工事費の増加、埋蔵文化財発掘調査面積の増加、自然由来の重金属等
を含有する土壌が一部確認されたことによる安全性の検証のための調査等によって事業費が増額
するが、道路設計にあたり、建設発生残土を大幅に抑えるよう盛土工法を積極的に採用し、切土と
盛土のバランスに配慮した設計を採用することで、約２億円のコスト縮減を図るとともに工期短縮に
配慮しながら事業を進めている。

• 以上のことから、本事業の必要性、重要性は高く、早期に効果発現を図る必要があるため、事業継
続が妥当である。

• 地域の産業の発展、観光振興に寄与するとともに、地域連携の強化、生活圏拡大による県民生活
の利便性の向上が期待されており、本工区を含め早期完成が求められている。

事業計画の変更およびスケジュールの変更について



１．計画の概要及び事業費の変更

２．当初計画ならびに全体事業費を変更する理由

事業費の構成比較

（１）本工事費 ［＋１９億円］
①軟弱地盤対策費の追加 +12億円
・盛土部基礎地盤の地質調査並びに地盤解析により支持力不足が判明した。
・このため、軟弱地盤対策として地盤改良工事に要する費用が増額となる。
安中市安中地区（九十九川右岸）：12億円

②トンネル工事費の増額 ＋7億円
・計画地の地山が想定より不安定であることが判明し、覆工に要する費用が増額となる。
覆工（吹き付けコンクリート厚、ロックボルト長、鋼製支保工）の増額：7億円

（２）用地補償費 ［＋８.5億円］
①用地買収費の増額 ＋４億円
・詳細な用地測量の実施や土地価格評価による買収単価の見直しにより費用が増額となる。
買収面積の増 20,800㎡：2.2億円 買収価格の増：1.8億円

②住宅等移転補償費の増額 ＋４.5億円
・詳細な補償物件調査の実施により、補償費用が増額となる。
建物や工作物など補償物件の増：4.5億円

（３）埋蔵文化財発掘調査費 ［＋3億円］
・現地試掘調査の結果により、埋蔵文化財発掘調査に要する費用が増額となる。
調査面積の増 18,200㎡：2.7億円 調査価格[単価等]の増：0.3億円

（４）測量試験費 ［＋２.5億円］
・現地の詳細調査や測量試験に必要な費用が増額となる。
軟弱地盤対策の追加による調査費用：0.5億円
用地面積の増加による測量調査費用：1.0億円
自然由来の重金属等を含有する土壌への対策に要する調査、分析費用：1.0億円

費 目 当初計画 変更計画 増減額 主な理由

本工事費 30.0 49.0 +19.0 軟弱地盤対策の追加
トンネル工事費の増額

用地補償費 9.5 18.0 +8.5 買収面積等の増加、買収価格差

埋蔵文化財 0.5 3.5 +3.0 発掘面積の増加、調査価格差

測量試験費 2.0 4.5 +2.5 地質調査、調査費用等の増額

合 計 42.0 75.0 +33.0

西毛広域幹線道路（安中工区）

【単位：億円】

３．計画変更の妥当性
①軟弱地盤対策の追加
・対策が必要な地区を避けたルート変更は、短区間に大きく迂回するカーブ区間を新たに増加させる
こととなり、広域幹線道路の計画として適切ではない。更に都市計画決定外の用地買収や新たな
家屋移転を強いるため、周辺地域への影響や住民の負担が大きく、ルート変更は適切でない。
・盛土工法から軟弱地盤対策が不要な橋梁形式への変更も考えられるが、試算の結果、コストが
約３割増（12億円→16億円）となるため、代替工法としては採用できない。
・以上により、当該地において軟弱地盤対策を用いた道路築造を行うことが妥当である。
・軟弱地盤対策の工法選定では、地盤解析の結果、圧密による沈下のほか、構造物の支持力不
足、盛土のすべり破壊、地震時の液状化への対応が必要とされ、これらすべてを満足する工法として
はセメント系固化材を用いた固結工法が最適であり、今回採用しているものである。
②トンネル工事費の増額
・トンネルの構造設計に必要な地盤情報を得るために実施したボーリング調査や弾性波試験の解析
結果、風化の進行など比較的不安定な地山[DⅢ等級]が計画延長の約5割を占めていることが判
明した。覆工や坑口部補助工法の検討は「道路トンネル技術基準(構造編)」に従い、風化岩盤に
対応した規格の工法を採用しており、計画は適切である。（分布123m/トンネル263m=47%）

４．事業費の縮減に向けた取り組み
①建設発生土処分費の縮減
・トンネル予定地周辺において、切土やズリが10.5万㎥発生することとなるが、前後区間の道路築
造計画において盛土工法を積極的に採用し、切土と盛土のバランスを図ったため、工区全体で発生
土の処分を１.0万㎥程度に抑えることが出来た。これにより処分にかかる経費を大幅に削減した。
（利用量約３万㎥ ▲２億円）

＜全体計画平面図＞

安中地区 大島田Ⅱ遺跡

０３３４遺跡

０２０１遺跡

沼田遺跡

安中トンネル
L=263m

九十九川橋梁
L=111m

国道１８号
交差点改良

市道ＢＯＸ③

市道ＢＯＸ②
市道ＢＯＸ①

県道ＢＯＸ

[重金属等を含有する土壌への対応]
・調査結果や検討委員会の答申及び意見を踏まえ、5,000m3毎に土壌調査を実施し、安全性
を確認した上で盛土材として使用する。

軟弱地盤対策（固結工法）

埋蔵文化財発掘調査

完成した市道ＢＯＸ

（▲2億円のコスト縮減）

様式６－２

秋間川橋梁計画地から安中トンネル方向

主な事業費変更項目等＜凡例＞

軟弱地盤対策 主要構造物等文化財発掘調査 自然由来の重金属
等土壌調査

名称・規模


